
り
ゅ
う
も
ん

じ

ち
ゃ
ば
た
け

秋
田

龍

門
寺
茶

畑

遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
秋
田
県
由
利
郡
岩
城
町
赤
平
字
向
山

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
七
月
―

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
秋
田
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
加
藤
　
竜

５
　
遺
跡
の
種
類
　
石
器
製
作
跡

・
集
落
跡

・
墓
豚

６
　
遺
跡
の
年
代
　
旧
石
器
時
代
、
縄
文
時
代
、
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

龍
門
寺
茶
畑
遺
跡
は
、
秋
田
県
の
日
本
海
沿
岸
中
央
部
に
位
置
し
、
日
本
海

に
直
進
す
る
衣
川
右
岸
に
形
成
さ
れ
た
段
丘
上
に
立
地
す
る
。
標
高
は
二
五
―

二
九

ｍ
で
あ
る
。
遺
跡
の
北
西

側
に
隣
接
す
る
龍
門
寺
は
、
近

世

・
亀
田
落
主
岩
城
氏
の
菩
提

寺
で
あ
り
、
寛
永
五
年

（
三
ハ

＞

二
人
）
の
開
基
と
伝
え
ら
れ
る
。

村

　

発
掘
調
査
は
道
路
建
設
事
業

田
　
に
伴
う
も
の
で
、
調
査
面
積
は

不

淮
　
一一四
三
〇
ポ
で
あ
っ
た
。
調
査

ぐ
　
の
結
果
、
旧
石
器
時
代
の
石
器

2003年出土の木簡

ブ
ロ
ッ
ク
ニ
カ
所
、
縄
文
時
代
前
期
の
竪
穴
住
居

・
土
坑
、
近
世
の
土
坑

・

溝

・
焼
土
遺
構
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。

近
世
の
土
坑
Ｓ
Ｋ
二
〇
は
、
被
熟
し
た
陶
磁
器
が
出
土
す
る
こ
と
、
堆
積
土

に
焼
土

・
炭
化
物
が
多
量
に
混
入
す
る
こ
と
か
ら
、
建
物
の
火
災
に
伴
う
廃
棄

坑
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
型
の
仏
花
器
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
仏
教
関
連

の
建
物
が
被
災
し
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

二
点
の
木
簡
は
、
木
製
構
造
物
を
伴
う
土
坑
Ｓ
Ｋ
三
〇
か
ら
出
土
し
た
。
Ｓ

Ｋ
三
〇
は

一
辺
三

・
六
ｍ
の
正
方
形
で
、
底
面
ま
で
の
深
さ
は

一
。
一
五
ｍ
、

周
壁
の
立
ち
上
が
り
は
垂
直
に
近
い
。
平
坦
な
底
面
直
上
に
は
、　
一
。
人
ｍ
四

方
に
幅
○

。
三
ｍ
の
板
を
六
枚
敦
き
、
そ
の
中
央
上
に
は
六
角
形
の
木
組
み
を

乗
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、
本
土
坑
は
、
輿
状
の
木
製
装
具
を
伴
う

土
葬
墓
と
推
測
さ
れ
る
が
、
骨
片
や
副
葬
品
は
な
く
、
埋
葬
部
は
改
葬
を
受
け
、

完
全
に
抜
去
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
陶
磁
器
類
な
ど
時
期
判
定
の

根
拠
と
な
る
遺
物
は

一
切
な
く
、
帰
属
時
期
は
不
明
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔縁
力
〕

⑪

　

「小
□
□
□
□
ｏ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞岸反
〕授
囀

ｏ常

②

　

「板
□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（いこ
溢
葵
∞
〓
μ

ω
は
六
角
形
の
木
組
み
に
使
用
さ
れ
た
角
材
で
、
墨
書
は
下
の
板
敦
き
部
分

と
接
す
る
面
に
記
入
さ
れ
、
人
名
の
可
能
性
も
あ
る
。
下
端
部
に
は
釘
穴
が
認
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め
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

②
は
板
敷
き
部
に
使
用
さ
れ
た
薄
い
板
材
で
あ
る
。

木
簡
の
釈
読
は
、
山
形
大
学
の
三
上
喜
孝
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

９
　
関
係
文
献

秋
田
県
教
育
委
員
会

『龍
門
寺
茶
畑
遺
跡

・
向
山
遺
跡
』
全
一〇
〇
四
年
）

（高
橋
　
学

〈秋
田
県
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所
》

東
北
文
字
資
料
研
究
会
発
行

『第

一
回
　
東
北
文
字
資
料
研
究
会
資
料
集
』

の
刊
行

東
北
文
字
資
料
研
究
会
は
、
東
北
地
方
の
最
新
の
文
字
資
料
に
つ
い
て

情
報
交
換
を
進
め
、
墨
書
土
器
な
ど
を
中
心
と
す
る
出
土
文
字
資
料
の
新

し
い
研
究
方
法
を
、
文
献
史
学

。
考
古
学
の
両
面
か
ら
議
論
す
る
た
め
の

研
究
会
で
あ
る
。
昨
年

一
一
月
、
第

一
回
研
究
会
を
開
催
し
た
。
こ
の
資

料
集
に
は
、
研
究
会
当
日
の
報
告
に
関
わ
る
、
三
上
喜
孝

・
伊
藤
邦
弘

・

廣
瀬
真
理
子

・
武
田
和
宏
の
各
氏
の
論
考
を
掲
載
す
る
ほ
か
、
村
木
志
伸

氏
の
編
集
で
、
三
〇
〇

一
年
度
に
刊
行
さ
れ
た
東
北
地
方
の
報
告
書
か
ら
、

出
土
文
字
資
料
を
集
成
し
て
い
る
。

（頒
価
二
〇
〇
〇
円

（送
料
別
）
　

Ａ
４
判
　
一
六
七
頁
）

問
い
合
わ
せ
先

東
北
文
字
資
料
研
究
会
事
務
局

〒
九
九
〇
十
二
四
三
一　
山
形
市
上
桜
田
二
〇
〇

東
北
芸
術
工
科
大
学
村
木
志
伸
研
究
室
気
付

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
二
三
十
六
二
七
十
二
Ｏ
Ｏ
Ｏ

（内
線
二
三

一
三
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
Ｏ
二
三
―
六
二
七
十
三
二
五
五




